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１．はじめに 

近年、気候変動の顕在化で頻発している土砂・洪

水氾濫では、大量の土砂を含む泥水が河道外を流下

し、多数の家屋被害が生じるとともに、多くの人命

が失われている。本研究では、土砂・洪水氾濫によ

る被害の発生要因をより詳細に把握することを目的

として、土砂・洪水氾濫の再現計算を実施した上で、

家屋被害程度との関係について分析するものである。 

 

２．調査概要 

調査対象地は、令和元年台風19号により土砂・洪

水氾濫が発生した阿武隈川水系内川支川五福谷川流

域である。分析に用いた家屋被害程度は坂井ら1)の

結果を用いた。再現計算に用いた2次元河床変動計算

モデルは、和田ら2)を参考として構築した。 

 

３．調査結果 

 再現計算による最終堆積深の結果と災害前後の航

空レーザ測量による河床変動の実績を示す（図-1）。

全体的な堆積傾向は概ね類似しており、再現

計算による堆積土砂量は航空レーザ測量の差分解析

による実績の堆積土砂量の90%以内に収まる結果と

なった。このことから、再現計算は実際の土砂流

出・堆積状況を精度良く再現できていると考えられ

る。 

 次に、再現計算で算出した流体力と家屋被害程度

の関係を示す（図-2）。流体力が増加するほど、家

屋被害程度が大きくなっており、土砂・洪水氾濫に

よる家屋被害の発生状況を一定の精度で再現できて

いると考えられる。 

 

図-1 河床変動の実績（左）と再現計算結果（右） 

 

 

図-2 流体力と家屋被害程度 

 

４．まとめ 

今後は、より詳細に検討を進め、土砂・洪水氾濫

発生時の家屋被害の発生要因や土砂が家屋被害に及

ぼす影響、家屋被害を適切に推定する指標を明らか

にしたいと考えている。 
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